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　1997年1月5日，私は，ニューヨークで開催された
アメリカ歴史学会第百十一回大会で，ヨーロッパとア
ジアにおける進歩の理念について研究報告をする機会
を与えられた。私の参加した部会の名称は，「西欧と
非西欧文明における進歩の理念：比較論的アプロー
チ」（The　Idea　of　Progress　in　Western　and　Non－
Western　Civilizations：AComparative　Approach）と
いうもので，私の報告の表題は，「西欧と非西欧世界
における進歩の理念についての総論的コメント」
（General　Comments　on　the　Idea　of　Progress　in　the
West　and　the　Non－Western　World）であった。
　報告のなかで私は，進歩の理念が17世紀後半のフラ
ンスで，「古代・近代論争」を重要な契機として成立
したあと，非西欧世界に属する中国，日本とロシア
で，進歩の理念がどのような運命をたどったかをあと
づけた。中国において，進歩の理念の成立に決定的な
役割をはたしたのは，康有為（1858－1927年）である。
康有為について，私は以下のように報告した。彼は，
それまで進歩の理念と無縁で，むしろ歴史の堕落，退
歩を説いてきた儒教を，進歩を説く思想として解釈し
なおそうと努力した。儒教では，ふつう，大同の世と
いうユートピアは，過去のものであって，二度と実現
されることはない，と考えられているし，孔子はこの
ように教えたと考えられている。ところが，康有為
は，孔子の教えを，大同の世というユートピアが将来
実現すると説いたものだ，と解釈する。はなはだ強引
な解釈であるが，このようにしなければ，中国には進
歩の理念は確立されなかったであろうし，当時知識人
が儒教の強力な影響下にあった中国で，ヨーロッパの
思想をそとから輸入するのではあまり効果は期待でき
ず，むしろ強力な影響を及ぼしつつある儒教そのも
の，しかも儒教の古典の解釈を変革することによっ
て，中国の知識人に進歩の理念を吹き込もうとしたの
が，康有為の行き方であった。日本については，私の
報告は，福沢諭吉が進歩の理念を確立する上で大きな
役割を果たしたことを強調したあと，漱石とロシアの
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思想家チャアダーエフが，日本とロシアの両国での表
面的な近代化への深刻な疑問を提出したことにおいて
共通点を有する事実を指摘した。
　本研究の今後の課題として，比較文明論の分析視角
を明確化すること，「古代・近代論争」で近代派の中
心的論客として活躍したフォントネルの思想を原点に
即して解明すること，康有為や福沢諭吉への理解を深
めることなどが挙げられるが，アメリカでの発表を通
して，本研究の立論の有効性について，確証を得たと
考えている。
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